　今月の樹「ネズミモチ」
植物の種名には動物の名を冠とするものも多い。最も多いのがイヌ○○という種名で手持ちの山渓の図鑑では草本で２３種、木本で２０種に及ぶ。この場合の「イヌ」は動物のワンちゃんとは関係なく、類似の植物に比べて見劣りがするとか役に立たないという意味の接頭語として使われている場合が多い。同じような使われ方として類似植物より荒々しく見える故に動物といえないかも知れないが、オニ○○で草本で１５種、木本で１２種が見られる。植物の姿や花の大小を表わす接頭語としてカラスとスズメのペアー、草本で前者が６種、後者が１４種あげられている。これが木本では前者は３種が見られるが、後者はゼロ。代わって草本では見られないクマ○○が７種あるのも面白い。その他、ウシ，ウマ、キツネ、ネコ、ネズミ、木本ではサルを冠とするものがそれぞれ５，６種見られる。これ等はどのような視点から命名されたものであろうか？
さて、取り上げた「ネズミモチ」は晩秋に熟す果実の色、形がネズミの糞に似て葉がモチノキに似るからと言われれば合点がいく。こんな例はむしろ少ないのではなかろうか。

ネズミモチ（鼠黐、Ligustrum japonicum）はモクセイ科イボタノキ属の樹木で「タマツバキ」の別称も用いられる。　　
日本では本州・四国・九州・琉球列島に広く見られ、国外では台湾と中国が知られる。同属にイボタノキなどがあり、暖地の山林に自生するとともに、公園などに植えられている。イボタノキとは似たような場所に生えることもあるが、ほとんどは落葉性であり、この種のような厚ぼったい葉を持つものではないため、区別は簡単である。　　　樹高は高さ数mになる大型の低木。よく横枝を出して、塊状の樹形になる。茎は灰褐色をしており、その表面に多数の粒状の皮目が出るのが特徴である。
葉ははっきりと対生し、長さ4～8cm、楕円形から広卵状楕円形、厚手でのっぺりとしており、表面にはつやがある。葉柄は長さ5～12mm、紫色を帯びることが多い。
花は6月頃に咲く。花序は円錐形で、枝
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先に出て長さ5～12cm、多数の花をつける。花の経は5～6mm、花冠は白で、中程まで四つに割れ、それぞれが反り返る。雄しべはこの花冠の裂け目の内の対面する二つのところから出て、花冠の裂片くらいの長さがまっすぐに突き出る。花序が多数出るため、木全体に真っ白の花の塊が散らばったようになり、遠目にもよく目立つ。また、開花時に芳香を放つのでハナムグリなど甲虫がよく集まってくる。
果実は長さ8～10mmの棒状に近い楕円形で、はじめ緑、１１月ごろに表面に粉を吹いて黒く熟す。
ネズミモチに非常によく似た樹木に中国原産のトウネズミモチがあり、最近公園や高速道沿いなどあちこちで栽培されることが多いため、混乱を生じている。本種は、葉を裏から日にかざして見ると、葉脈が透けて見える。また、本種の果実は球形に近い。しかし、特に葉だけでの区別は難しく最近はトウネズミモチも山林などにも進出しているためやっかいなことがある。
ネズミモチの用途としては、強い剪定に耐えて萌芽力が強く、庭木、生け垣に広く使われる。果実は強壮剤とし、漢方では女貞子といい中国の本草綱目には「補中ヲ可リ、五臓を安ジ、精神ヲ養ヒ、百病ヲ除ク」とあります。胃腸を元気にし、五臓（肝臓・心臓・脾臓・肺臓・腎臓）を安らかにし、心の療養し、あらゆる病気を取り除くと言うのです。民間では葉を熱湯で柔らかくしたものをおできの吸い出しのために貼ったとのこと。また、葉を乾燥し健康茶としても利用されているようです。
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